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[ 関西おもしろ企業事例集 - 企業訪問から見える新たな兆（きざし）- ]

“攻めのGX”スタートアップが拓く、
成長型の脱炭素社会



経済産業省近畿経済産業局は、近畿2府5県（福井県、滋賀県、京都府、大阪府、

兵庫県、奈良県、和歌山県）における経済産業施策の総合的な窓口機関として年間

1,000件以上、地域企業の実態把握や施策立案のための企業訪問を行っています。

関西はものづくりからサービスまで進取の気風をもって、特色や強みを備えた彩り

豊かな企業が多数立地しています。その中にはエンドユーザーの目に届くことが少な

い加工産業や、部品製造で独自技術をもって果敢に挑戦する「おもしろい」企業様が

たくさんいます。そんな方々に出会えることも、私たちの企業訪問の強みの一つです。

当局では、そんな企業様の挑戦を、より良い未来を見据えた変化への「兆し」と捉

え、広く世の中にその兆しを届けるために「KIZASHI [関西おもしろ企業事例集 -

企業訪問から見える新たな兆（きざし）]」として、作成、公表しています。

「兆：KIZASHI 」について

今回の「KIZASHI vol.26」は、「 “攻めのGX”スタートアップが拓く、成長型の脱炭

素社会」をお届けします。

カーボンニュートラルの実現に向けて、成長型の脱炭素社会への転換（GX）が求め

られています。そのため、中小企業においても、CO₂等の温室効果ガスの排出を抑制し

て事業の持続性を高める“守りのGX”だけではなく、そうした活動を企業成長の機会とと

らえ脱炭素分野で新事業展開する“攻めのGX”が重要です。

なかでも、機動力の高いスタートアップは、脱炭素関連技術シーズを早期に社会実装

するポテンシャルを有することから、“攻めのGX”の牽引役として期待されています。

そこで今回、省エネ・再エネ・CO₂分離回収等、それぞれのアプローチで脱炭素技術

を磨き“攻めのGX”で研究開発や事業展開を行う関西のスタートアップ等を紹介します。

来る脱炭素社会を見据えて挑戦を続ける企業の想いを、是非感じ取ってください。

2024年4月

近畿経済産業局 カーボンニュートラル推進室

中小企業政策調査課
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＃電力を正確に見える化、＃DXで省エネルギー、#アナログ機器もDX化

小
さ
く
、
簡
単
に
、

正
確
に
、
電
力
を
測
定
す
る

株
式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
、
「
Ｓ
Ｉ
Ｒ

Ｃ
デ
バ
イ
ス
」
と
い
う
、
５
㎜
角
チ
ッ

プ
で
あ
り
な
が
ら
、
電
流
、
電
力
、
角

度
、
周
波
数
変
換
（
抽
出
）
の
セ
ン
シ

ン
グ
と
情
報
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
マ
ル
チ
タ
ス
ク
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し

た
製
品
開
発
お
よ
び
販
売
と
、
Ｄ
Ｘ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
行
う
大
阪
市

立
大
学
（
現
大
阪
公
立
大
学
）
発
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
あ
る
。

こ
の
「
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
デ
バ
イ
ス
」
を
活

用
し
て
、
も
の
づ
く
り
現
場
の
ア
ナ
ロ

グ
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
脱
炭
素
Ｄ
Ｘ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
等
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
「
地
球
環
境
」
に
配
慮
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
発
展
す
る
「
人
」
や
「
経

済
」
の
成
長
に
も
つ
な
が
るW

in
-

W
in

-W
in

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
。
同
社
の
代
表
で
あ
る
髙
橋
真
理
子

氏
に
話
を
伺
っ
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

取
組
の
中
で
も
、
節
電
に
つ
な
が
る
運

用
改
善
等
の
省
エ
ネ
は
、
少
な
い
投
資

でC
O

₂

排
出
量
を
削
減
で
き
る
点
で
費

用
対
効
果
が
高
く
、
取
組
の
優
先
度
は
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高
い
。
一
般
的
に
、
現
状
把
握
の
た
め

に
事
業
所
の
使
用
電
力
の
総
量
に
排
出

量
係
数
を
乗
じ
て
案
分
す
る
こ
と
で
、

現
時
点
のC

O
₂

排
出
量
を
算
出
す
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、C

O
₂

排
出
量
を

削
減
す
る
た
め
に
は
、
製
造
装
置
や
製

造
ラ
イ
ン
毎
の
使
用
電
力
量
と
そ
の
変

動
と
い
っ
た
、
具
体
的
な
省
エ
ネ
取
組

の
検
討
や
、
節
電
効
果
の
検
証
の
際
に

必
要
な
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。

同
社
は
、
こ
の
点
に
着
目
し
て
、

「S
IR

C

デ
バ
イ
ス
」
を
活
用
し
た
Ｉ

ｏ
Ｔ
電
力
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
を
用
い
て
、

実
測
値
で
電
力
を
測
定
す
る
脱
炭
素
Ｄ

Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
工
事
不
要

・

 

秒
で
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
る

た
め
、
製
造
装
置
や
製
造
ラ
イ
ン
毎
に

取
り
付
け
て
測
定
が
で
き
る
ほ
か
、
力

率
（※

１
）
変
動
も
加
味
し
た
有
効
電
力

を
測
定
す
る
た
め
、
よ
り
厳
し
い
削
減

目
標
に
対
し
て
も
、
正
確
な
消
費
電
力

デ
ー
タ
で
対
応
が
で
き
る
。
ま
た
、
常

態
監
視
に
よ
り
消
費
電
力
の
秒
単
位
、

髙橋 真理子 代表取締役CEO

既
存
設
備
に
プ
ラ
ス
ワ
ン

電
力
測
定
か
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
！

株
式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｃ

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

髙
橋 

真
理
子

※１：力率＝供給された電力のうち何％が有効に働いたかを示す値。
電力量は、電圧×電流×力率で算出されるが、力率を固定値として算出する電力計が多い。

工
事
レ
ス

 

秒
で
取
り
付
け

消
費
電
力
か
らC

O
₂

排
出
量
の
把
握

と
削
減
検
証
が
可
能

15

15
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分
単
位
で
の
細
か
い
変
動
も
可
視
化
で

き
る
こ
と
か
ら
、
生
産
工
程
の
組
み
直

し
や
工
程
条
件
の
見
直
し
、
装
置
の
異

常
検
出
な
ど
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
、
セ
ン
シ
ン
グ
し
た
電
力

デ
ー
タ
は
同
社
の
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

で
自
動
グ
ラ
フ
化
やC

O
₂

排
出
量
換
算

で
き
、
電
力
削
減
の
効
果
の
検
証
が
容

易
に
行
え
る
と
い
う
特
長
が
あ
る
。

製
品
単
位
のC

O
₂

排
出
量
把
握
が

取
引
先
へ
の
信
頼
向
上
に
繋
が
る

同
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
測
定
の
正

確
さ
と
取
り
付
け
の
簡
単
さ
を
強
み
に
、

脱
炭
素
に
向
け
て
高
い
目
標
を
掲
げ
る

大
企
業
と
の
協
業
や
、
こ
れ
か
ら
脱
炭

素
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
中
小

企
業
へ
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
出
資
者
で
も
あ

る
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
の
担
当
者
は
、 

「
当
社
は
２
０
３
０
年
にC

O
₂

排
出
量

   

％
削
減
（
２
０
１
９
年
度
比
）
を

す
る
こ
と
で
、
製
品
一
個
あ
た
り
の
電

力
使
用
量
とC

O
₂

排
出
量
が
簡
単
に
把

握
で
き
、
よ
り
正
確
な
情
報
を
取
引
先

に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
の

例
も
あ
り
、
企
業
の
取
引
継
続
や
新
規

顧
客
の
獲
得
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

「
正
確
に
」
測
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
将
来
に
備
え
て

今
後
、
よ
り
厳
格
な
脱
炭
素
の
情
報

開
示
が
企
業
に
求
め
ら
れ
る
状
況
に
な

れ
ば
、
正
確
にC

O
₂

排
出
量
を
把
握
す

る
ニ
ー
ズ
は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
そ
の
他
に
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需

要
サ
イ
ド
と
供
給
サ
イ
ド
の
ア
ナ
ロ
グ

機
器
にS

IR
C

デ
バ
イ
ス
を
組
み
込
み

Ｄ
Ｘ
化
す
る
こ
と
で
、
遠
隔
操
作
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
応
用
も
で

き
る
な
ど
、
脱
炭
素
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
は
、
同
社
の
主
軸
事
業
の
一
つ

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

加
え
て
、
労
働
人
口
減
少
に
備
え
、

モ
ノ
づ
く
り
現
場
に
必
要
な
デ
ジ
タ
ル

化
を
容
易
に
実
現
す
る
ア
ナ
ロ
グ
Ｄ
Ｘ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
、
老
朽
化
す
る
イ

ン
フ
ラ
へ
の
異
常
検
知
や
適
時
の
保
守

メ
ン
テ
を
実
現
す
る
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
つ
い
て
も
、

段
階
的
か
つ
並
行
的
に
取
り
組
み
、
モ

ノ
づ
く
り
現
場
の
脱
炭
素
と
競
争
力
強

化
の
両
立
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
に
貢
献
し
て

い
く
。

株式会社SIRC
・設立：2015年
・資本金：13億80百万円(資本剰余金含む)

・従業員数：34名

・業種：SIRCデバイスを活用した製品開発および販売等
・所在地：大阪府大阪市中央区久太郎町二丁目5番31号 

本町寺田ビルディング
・URL：https://sirc.co.jp/

IoT電力センサユニットの接続方法

IoT電力センサの設置例

目
標
に
掲
げ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
・
使

用
量
の
低
減
活
動
を
進
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
配
置
が
難
し
か
っ
た
生
産
設
備

の
制
御
盤
内
にS

IR
C

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
電
力

セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
し
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
電
力
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
活
動
を
加
速

さ
せ
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。
」

と
、S

IR
C

 

社
と
の
更
な
る
連
携
に
期

待
を
寄
せ
る
。

ま
た
、
他
の
企
業
で
は
「
取
引
先
か

ら
、
自
社
にC

O
₂

排
出
量
の
把
握
や
削

減
取
組
の
協
力
依
頼
が
あ
る
中
で
、
コ

ス
ト
面
や
人
材
不
足
と
い
っ
た
課
題
を

抱
え
て
い
た
が
、
製
造
装
置
や
製
造
ラ

イ
ン
毎
に
同
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置

50

https://sirc.co.jp/


＃CO₂見える化、＃GX領域へ新分野展開、#GXシステムで地球を救う

脱
炭
素
の
波
か
ら

 

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

株
式
会
社
タ
ン
ソ
ー
マ
ン
Ｇ
Ｘ
は
大

阪
を
中
心
に
、
東
京
、
ベ
ト
ナ
ム
に
も

拠
点
を
持
ち
、
脱
炭
素
に
資
す
る
シ
ス

テ
ム
や
ア
プ
リ
等
の
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
し
提
供
し
て
い
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
あ
る
。
も
と
も

と
は
シ
ス
テ
ム
開
発
を
本
業
と
し
て
い

た
が
、
事
業
再
構
築
補
助
金
の
活
用
な

ど
を
き
っ
か
け
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
新
た
な
事
業
機
会
と
捉
え
、

Ｇ
Ｘ
領
域
に
新
分
野
展
開
し
成
長
を
続

け
る
Ｇ
Ｘ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
。
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
地
球

温
暖
化
防
止
を
資
本
主
義
と
リ
ン
ク
さ

せ
て
、
全
て
の
会
社
や
人
が
経
済
発
展

と
と
も
に
地
球
を
救
う
こ
と
が
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
企
業

の
事
業
活
動
で
発
生
す
るC

O
₂

排
出
量

を
算
出
（
＝
見
え
る
化
）
す
る
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
「
タ
ン
ソ
チ
ェ
ッ
ク
」
を

開
発
し
提
供
す
る
同
社
の
代
表
で
あ
る

福
元
惇
二
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

費
用
と
手
間
を
抑
え
た
仕
様
で

は
じ
め
の
一
歩
を
後
押
し

企
業
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
たC

O
₂

削
減
等
の
取
組
が
求

め
ら
れ
る
が
、
削
減
計
画
を
立
て
る
た

め
に
は
、
ま
ず
現
状
把
握
の
た
め
に
自

株式会社タンソーマンGX
KIZASHI
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社
のC

O
₂

排
出
量
の
見
え
る
化
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ー
タ
収

集
や
表
計
算
ソ
フ
ト
等
で
の
集
計
、
開

示
用
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
に
コ
ス
ト

が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
取
組

を
進
め
て
い
る
企
業
は
ま
だ
限
定
的
だ
。

同
社
は
こ
の
点
に
着
目
し
て
、
中
小
企

業
を
含
め
た
全
て
の
企
業
が
手
軽
に

C
O

₂

を
見
え
る
化
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
タ
ン
ソ
チ
ェ
ッ
ク
」
を
開
発
し

た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
デ
ー
タ
連
携

等
に
よ
るC

O
₂

排
出
量
の
自
動
入
力
・

集
計
や
グ
ラ
フ
化
の
ほ
か
、
レ
ポ
ー
ト

の
即
時
作
成
と
い
っ
た
基
本
機
能
を
備

え
て
い
る
。
脱
炭
素
経
営
の
重
要
性
の

高
ま
り
を
背
景
に
、C

O
₂

見
え
る
化

サ
ー
ビ
ス
の
市
場
は
群
雄
割
拠
で
あ
る

が
、
「
タ
ン
ソ
チ
ェ
ッ
ク
」
は
他
社

サ
ー
ビ
ス
と
異
な
り
、
簡
易
さ
を
と
こ

と
ん
重
視
し
て
い
る
。
業
界
初
と
な
る

無
償
で
の
利
用
も
可
能
な
点
や
、
１
分

C
O
₂

排
出
量
を
簡
単
に
把
握

見
え
る
化S

a
a

S

か
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
！

株
式
会
社
タ
ン
ソ
ー
マ
ン
Ｇ
Ｘ

代
表
取
締
役
社
長

福
元

惇
二

CO₂見える化クラウドサービス
「タンソチェック」

※１：SBT＝Science Based Targetsの略。脱炭素に関する国際イニシアティブの一つ。
パリ協定が求める⽔準と整合した、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標のこと。



6

で
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
す
ぐ
に
利
用

を
開
始
で
き
る
点
は
、
費
用
面
と
作
業

面
の
負
担
低
減
に
も
つ
な
が
り
、
脱
炭

素
経
営
の
裾
野
を
広
げ
る
ツ
ー
ル
で
あ

る
と
い
え
る
。

中
小
企
業
に
も
分
か
り
や
す
く

始
め
や
す
い

ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続
可
能
性
を
強
化
す

る
た
め
に
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

た
と
い
う
、
建
築
金
物
の
専
門
商
社

（
従
業
員
２
０
０
名
規
模
）
か
ら
は
、

「
注
目
す
べ
き
は
中
小
企
業
の
事
情
に

合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

分
か
り
や
す
い
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
と
多

彩
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は

デ
ー
タ
の
解
釈
や
理
解
を
容
易
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。C

O
₂

の
見
え
る
化
に
よ

っ
て
、
具
体
的
な
削
減
目
標
も
立
て
ら

れ
、
中
小
企
業
版
Ｓ
Ｂ
Ｔ
（※

１
）

の
取

得
に
お
い
て
も
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
で
し

た
。
」
と
の
声
が
あ
が
る
な
ど
、
企
業

規
模
や
業
種
を
問
わ
な
い
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル

と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
る
。

リ
ソ
ー
ス
を
総
動
員
し
て

 

一
気
通
貫
の
脱
炭
素
支
援
を

同
社
が
目
指
す
の
は
、
全
て
の
会
社

や
人
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
経

済
成
長
を
両
立
す
る
社
会
で
あ
る
。
脱

炭
素
経
営
の
裾
野
を
広
げ
る
意
味
で
も
、

足
下
で
は
ユ
ー
ザ
ー
数
の
拡
大
に
力
を

入
れ
て
い
る
が
、C

O
₂

の
見
え
る
化
は

あ
く
ま
で
も
脱
炭
素
経
営
の
第
一
歩
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
社
の
事
業
は
こ
こ

に
と
ど
ま
ら
な
い
。

現
在
も
顧
客
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
も
と
に
「
タ
ン
ソ
チ
ェ
ッ
ク
」
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
ほ
か
、
並
行
し

て
複
数
の
新
た
な
Ｇ
Ｘ
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
取
引
等
に
係
るC

O
₂

排
出
量

削
減
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
削
減
し

たC
O

₂

排
出
量
が
付
加
価
値
と
し
て
製

品
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
る
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

の
構
築
・
運
営
等
の
構
想
を
も
っ
て
い

る
。
将
来
的
に
は
、
複
数
の
Ｇ
Ｘ
シ
ス

テ
ム
を
連
携
さ
せ
、C

O
₂

の
見
え
る
化

か
ら
削
減
、
報
告
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ

ジ
ッ
ト
取
引
に
よ
る
売
上
ま
で
を
一
括

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
タ
ン
ソ
ー
マ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
、
社
会
の
Ｇ

Ｘ
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

株式会社タンソーマンGX
・設立：2019年
・資本金：100万円
・従業員数：5名

・業種：GX事業の推進/システム開発及びアプリ開発
・所在地：大阪府大阪市北区豊崎１丁目２-４ 西村ビル全棟
・URL：https://corp.tanso-man.com/

タンソチェックの分析画面（右）と拠点管理画面（左）

福元 惇二 代表取締役社長

https://corp.tanso-man.com/


＃低温排熱も貴重なエネルギー、＃モジュール設計開発、#熱電発電でMW級以上も夢じゃない

捨
て
ら
れ
て
い
た
熱
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す

株
式
会
社
Ｅ
サ
ー
モ
ジ
ェ
ン
テ
ッ
ク

は
半
導
体
事
業
に
お
け
る
豊
富
な
経
験

と
、
熱
電
発
電
（※

１
）
に
関
す
る
独
自

技
術
を
基
に
、
地
球
上
に
莫
大
に
存
在

し
つ
つ
も
活
用
の
難
し
い
低
温
排
熱

（
３
０
０

 

程
度
以
下
）
を
、
効
率

よ
く
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
回
収

す
る
熱
電
発
電
事
業
を
展
開
す
る
、
京

都
の
研
究
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

で
あ
る
。
同
社
は
、
温
度
差
か
ら
電
力

を
生
み
出
す
熱
電
発
電
の
普
及
を
図
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、S

D
G

s

の
達
成
と
、

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
へ
の
貢
献
を

目
指
し
て
い
る
。
大
阪
大
学
と
京
都
大

学
に
Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
を
設
け
て
、
産
学
連

携
で
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
同
社
代

表
の
岡
嶋
道
生
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

曲
が
る
熱
電
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
フ
レ
キ
ー
ナ
Ⓡ

」
の
実
用
化

現
状
、
莫
大
な
排
熱
が
地
球
上
で
排

出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

 

％
以
上

が
３
０
０     
以
下
の
「
低
温
排
熱
」

で
あ
る
。
し
か
し
「
低
温
排
熱
」
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
低
く
発
電
に
活
用
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
多
く
が
そ
の
ま
ま
捨
て

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
同
社
は
こ
の

膨
大
な
「
低
温
排
熱
」
か
ら
、
世
界
で

株式会社Eサーモジェンテック
KIZASHI
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初
め
て
、
顧
客
満
足
度
を
満
た
す
コ
ス

ト
性
能
比
で
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
が

可
能
な
熱
電
発
電
技
術
の
開
発
・
事
業

化
に
成
功
し
た
。
同
技
術
に
搭
載
す
る

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
熱
電
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
フ
レ
キ
ー
ナ

Ⓡ 

」 

は
、
国
内
、
海
外

の
特
許
を
取
得
し
て
い
る
独
自
の
製
品

だ
。「

フ
レ
キ
ー
ナ

Ⓡ 

」
は
、
既
存B

iT
e

系
熱
電
素
子
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
基
板
に

実
装
し
た
構
造
の
た
め
、
配
管
等
の
円

筒
状
熱
源
に
対
し
て
密
着
性
が
良
く
、

従
来
の
曲
が
ら
な
い
セ
ラ
ミ
ッ
ク
基
板

の
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
比
べ
、
熱
回
収

効
率
が
高
い
と
い
う
特
長
を
持
つ
。
ま

た
、
「
低
温
排
熱
」
の
回
収
は
、
需
要

が
莫
大
な
こ
と
か
ら
、
半
導
体
事
業
と

同
様
に
量
産
効
果
に
よ
る
大
幅
な
低
コ

ス
ト
化
と
高
信
頼
性
化
が
見
込
め
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
い
熱
回
収
率
と
低

コ
ス
ト
を
両
立
す
る
「
フ
レ
キ
ー
ナ

Ⓡ 

」
に
よ
っ
て
、
初
め
て
実
用
的
な
コ

ス
ト
性
能
比
で
の
社
会
実
装
を
可
能
に

す
る
熱
電
発
電
技
術
が
実
現
し
た
。

岡嶋 道生 代表取締役

低
温
排
熱
を
捨
て
ず
に
有
効
利
用

     

熱
電
発
電
か
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
！

株
式
会
社
Ｅ
サ
ー
モ
ジ
ェ
ン
テ
ッ
ク

取
締
役
会
長

南
部 

修
太
郎

代
表
取
締
役

岡
嶋 

道
生

「フレキーナⓇ 」を搭載した排熱利用自立電源「S1-Pシリーズ」（NEDO助成事業の成果）

※１：熱電発電＝排熱源につけるモジュールの両端に温度差をつけることで発電する技術のこと。

℃℃

75
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温
水
や
蒸
気
、
排
気
な
ど

多
様
な
排
熱
源
に
対
応

プ
ラ
ン
ト
や
製
造
現
場
等
で
は
、
省
人

化
を
進
め
る
た
め
に
遠
隔
監
視
の
ニ
ー

ズ
が
多
い
も
の
の
、
一
般
的
に
Ｉ
ｏ
Ｔ

セ
ン
サ
ー
は
電
池
駆
動
で
あ
り
、
セ
ン

サ
ー
の
取
り
付
け
数
も
多
く
な
る
こ
と

か
ら
、
電
池
の
取
替
え
作
業
が
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
た
。
同
社
の
自
立
電

源
を
搭
載
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
は
、

設
置
先
の
モ
ー
タ
ー
や
電
熱
機
器
の
排

熱
で
発
電
す
る
こ
と
で
駆
動
し
、
セ
ン

シ
ン
グ
と
デ
ー
タ
送
信
が
絶
え
ず
可
能

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
電
池
の
取
替
え

作
業
が
不
要
と
な
る
た
め
、
多
く
の
大

手
メ
ー
カ
ー
か
ら
引
き
合
い
を
受
け
て

い
る
。

ま
た
、
屋
外
用
ロ
ー
カ
ル
電
源
の

用
い
て
、
ダ
ク
ト
等
の
排
気
熱
か
ら
大

電
力
を
生
み
出
す
自
立
電
源
の
開
発
に

も
成
功
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
化
石
燃

料
由
来
の
電
力
に
依
ら
な
い
自
立
電
源

シ
ス
テ
ム
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

M
W

以
上
の
熱
電
発
電
に
挑
戦
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
貢
献

同
社
は
独
自
の
熱
電
発
電
技
術
に
よ

る
効
果
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進

と
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

足
下
で
は
、
事
業
再
構
築
補
助
金
を
活

用
し
て
品
質
検
査
用
機
器
を
調
達
し
、

現
在
テ
ス
ト
販
売
し
て
い
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
用

自
立
電
源
シ
ス
テ
ム
の
量
産
化
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

加
え
て
、
上
述
のk

W

級
で
の
熱
電

発
電
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら

を
連
結
し
たM

W

級
以
上
の
発
電
に
向

け
た
研
究
開
発
を
続
け
て
い
る
。
将
来

的
に
は
、
工
場
廃
熱
を
利
用
し
た
「
フ

レ
キ
ー
ナ

Ⓡ 

」
に
よ
る
分
散
型
自
立
電

源
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、
地
産
地
消

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
同
社
と
思
い
を
同
じ
く
す
る
多

く
の
企
業
、
大
学
と
共
同
研
究
中
で
あ

り
、
現
在
も
、
大
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
企
業
や
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
出
資
や
事

業
提
携
の
引
き
合
い
が
多
く
、
同
社
の

技
術
へ
の
注
目
度
は
日
々
高
ま
っ
て
い

る
。

株式会社Eサーモジェンテック
・設立：2013年
・資本金：100,000千円
・従業員数：30人

・業種：製造業
・所在地：京都市南区東九条下殿田町13九条CIDビル102
・URL：http://e-thermo.co.jp/

「フレキーナⓇ 」を搭載した⽔蒸気排熱利用独自二重管構造自立電源
「S2-Wシリーズ」（NEDO助成事業の成果）

Ｇ７大阪・堺貿易大臣会合にて

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は
、
温
⽔
排
熱
か
ら

電
力
を
生
み
出
す
自
立
電
源
シ
ス
テ
ム

の
開
発
も
行
っ
て
い
る
。
温
排
⽔
と
空

冷
の
温
度
差
の
み
で
数

 

Ｗ
級
の
発

電
が
可
能
な
た
め
、
例
え
ば
、
地
熱
発

電
所
や
温
泉
な
ど
の
山
間
部
、
プ
ラ
ン

ト
等
で
、
監
視
カ
メ
ラ
や
照
明
、
通
信

シ
ス
テ
ム
な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合
に
、

電
線
敷
設
費
、
冷
却
⽔
の
配
管
敷
設
費

等
の
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
機
器
を
駆
動

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
はN

E
D

O

事
業
でk

W

級
の

電
力
を
生
み
出
す
自
立
電
源
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
独
自

構
造
の
熱
電
発
電
熱
交
換
チ
ュ
ー
ブ
を

用
い
て
余
剰
蒸
気
か
ら
高
効
率
な
発
電

を
実
現
で
き
る
自
立
電
源
や
、
独
自
の

集
熱
コ
ア
構
造
の
発
電
ユ
ニ
ッ
ト
を

10

http://e-thermo.co.jp/


＃球状の太陽電池、＃破損しにくく再利用可能、#防災グッズから大規模発電まで

ス
フ
ェ
ラ
ー
パ
ワ
ー
株
式
会
社
は
、

直
径
１~

２
㎜
の
球
状
太
陽
電
池
「
ス

フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

」
を
用
い
て
各
種
発
電
モ

ジ
ュ
ー
ル
や
応
用
製
品
の
製
造
販
売
を

手
掛
け
る
京
都
府
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

で
あ
る
。
「
太
陽
電
池
と
い
え
ば
平

板
」
と
い
う
既
成
概
念
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
一
定
方
向
か
ら
光
が
差
す
宇
宙
用

に
始
ま
っ
た
開
発
の
歴
史
に
由
来
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
既
成
概
念
に
疑

問
を
持
ち
、
宇
宙
と
違
い
、
地
球
上
で

は
拡
散
光
や
反
射
光
な
ど
多
方
面
か
ら

光
が
差
す
た
め
、
太
陽
電
池
を
球
状
に

し
て
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
捉
え
る
方
が
よ
り
効
率
的
で
は

な
い
か
と
考
え
た
の
が
同
社
の
原
点
だ
。

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
で
宇
宙
用
太
陽

光
発
電
に
携
わ
っ
た
経
験
を
活
か
し
て
、

独
立
後
に
ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

を
開
発
し
、

現
在
は
様
々
な
用
途
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
同
社
代
表
取
締
役
会
長
の
中
田

仗
祐
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

発
想
と
ノ
ウ
ハ
ウ
で
量
産
化

球
状
シ
リ
コ
ン
製
造
が
強
み

ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
球
表
面
で
発
電
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
、
発
電
の
用
途
で
は
、
扱
い
や

す
い
メ
ッ
シ
ュ
状
等
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
に

ア
セ
ン
ブ
リ
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
多

スフェラーパワー株式会社
KIZASHI
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い
。
同
社
で
は
、
ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

の
製

造
を
自
ら
手
が
け
て
い
る
が
、
開
発
当

初
は
基
礎
と
な
る
球
状
の
シ
リ
コ
ン
を

作
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

量
産
品
の
顆
粒
状
の
シ
リ
コ
ン
を
電
気

炉
で
溶
解
し
、
表
面
張
力
で
球
状
に

な
っ
た
と
こ
ろ
を
冷
却
し
て
結
晶
化
す

る
と
い
う
製
造
方
法
を
考
案
し
た
。
今

で
は
、
こ
の
工
程
を
自
動
化
す
る
こ
と

で
量
産
を
実
現
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
製
造
方
法
と
ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

自
体
は
特
許
を
取
得
し
て
い
る
が
、

球
状
を
保
っ
た
ま
ま
結
晶
化
さ
せ
る
技

能
や
、
メ
ッ
シ
ュ
状
に
ア
セ
ン
ブ
リ
す

る
方
法
な
ど
、
特
許
以
外
の
長
年
の
研

究
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
不
可
欠
で
あ

り
、
他
の
企
業
が
真
似
で
き
な
い
同
社

の
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
の
太
陽
電
池
で
は
で
き
な
い

 

多
様
な
応
用
製
品
を
展
開

ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

は
、
平
板
の
ソ
ー
ラ 中田 仗祐 代表取締役会長

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
光
を
捕
捉

球
状
太
陽
電
池
か
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
！

ス
フ
ェ
ラ
ー
パ
ワ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

中
田 

仗
祐

既
成
概
念
に
一
石
を
投
じ
る

三
次
元
受
光
の
球
状
太
陽
電
池
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ー
パ
ネ
ル
と
同
様
の
使
い
方
も
可
能
だ

が
、
球
状
で
あ
る
特
徴
を
活
か
し
、
平

板
で
は
難
し
い
用
途
で
の
利
用
を
想
定

し
事
業
展
開
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
メ
ッ
シ
ュ
状
に
配
置
さ
れ

た
ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

は
透
過
性
に
優
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
窓
ガ
ラ
ス
や
ガ
ラ
ス

建
材
に
組
み
込
ん
だ
製
品
等
を
展
開
し

て
い
る
。
同
製
品
は
、
福
井
県
お
お
い

町
の
道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
に
設
置
さ
れ

て
い
る
照
明
付
き
案
内
板
に
も
採
用
さ

れ
て
い
る
が
、
地
面
に
対
し
て
垂
直
に

太
陽
電
池
を
設
置
で
き
る
た
め
、
平
板

の
も
の
と
比
べ
て
積
雪
に
よ
る
発
電
量

へ
の
影
響
も
少
な
い
。
更
に
、
反
射
光

の
捕
捉
に
よ
り
出
力
が
増
え
る
こ
と
か

ら
、
雪
の
反
射
光
を
利
用
で
き
る
寒
冷

地
で
の
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
緊
急
時
の
自
立
電
源
と
し
て

る
。
こ
こ
で
も
同
社
の
技
術
を
活
用
す

る
意
向
が
あ
り
、
⽔
電
解
に
よ
る
⽔
素

製
造
ま
で
を
含
め
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開

発
や
社
会
実
装
等
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
ま
た
、
昨
今
で
は
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
廃
棄
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

る
が
、
ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

は
球
状
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
パ
ネ
ル
割
れ
等
の
破
損
の

一
因
で
あ
る
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
保
護
用
の

樹
脂
や
ガ
ラ
ス
の
熱
に
よ
る
収
縮
に
強

い
。
加
え
て
、
衝
撃
や
振
動
に
も
強
い

た
め
、
ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

自
体
が
破
損
す

る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
も
し
モ
ジ
ュ
ー

ル
が
破
損
し
た
と
し
て
も
、
ス
フ
ェ

ラ
ー

Ⓡ

だ
け
を
回
収
し
て
再
利
用
す
る

こ
と
も
可
能
だ
。

今
後
益
々
大
き
な
投
資
が
必
要
に
な

る
脱
炭
素
分
野
に
お
い
て
、
本
気
に

な
っ
て
く
れ
る
協
業
先
と
と
も
に
、
さ

ら
に
迅
速
か
つ
着
実
に
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
と
中
田
氏
は
語
る
。

スフェラーパワー株式会社
・設立：2012年
・資本金：9907万円
・従業員数：13人

・業種：太陽電池等の製造、仕入および販売
・所在地：京都市下京区中堂寺粟田町93 KRP6号館 310号室
・URL：http://sphelarpower.jp/

の
製
品
用
途
も
拡
大
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
電
導
糸
と
ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

を
つ
な

げ
た
太
陽
光
発
電
テ
キ
ス
タ
イ
ル
は
、

軽
量
か
つ
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
た
め
、
テ

ン
ト
や
バ
ッ
グ
に
利
用
す
る
こ
と
も
可

能
だ
。
足
下
で
は
消
費
者
向
け
製
品
に

も
注
力
し
て
お
り
、
ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

を

電
源
と
し
た
懐
中
電
灯
「
ス
フ
ェ
ラ
ー 

Ⓡ 

ス
テ
ィ
ッ
ク
」
や
「
ス
フ
ェ
ラ
ー

Ⓡ

ラ
ン
タ
ン
」
等
を
百
貨
店
や
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
し
て
お
り
、
非
常
時

に
活
躍
す
る
防
災
グ
ッ
ズ
で
あ
り
な
が

ら
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
馴
染
む
デ

ザ
イ
ン
性
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
同
製

品
は
、
Ｇ

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
閣

僚
会
合
に
お
い
て
環
境
省
か
ら
各
国
代

表
に
贈
ら
れ
る
な
ど
、
環
境
配
慮
製
品

と
し
て
の
注
目
も
高
い
。 

都
市
部
で
再
エ
ネ
を
生
み
出
し

水
素
に
よ
る
貯
蓄
に
も
貢
献

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
同

社
は
ま
ず
太
陽
光
発
電
の
量
を
増
や
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

特
に
、
窓
ガ
ラ
ス
や
ガ
ラ
ス
建
材
向
け

製
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
都
市
部
で
も

適
用
可
能
な
場
所
が
多
い
こ
と
か
ら
、

需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
太
陽
光
発
電
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
そ
の
電
気
を
⽔
素
に
変
換

し
て
貯
蓄
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に

利
用
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い

「スフェラー®ランタン」

「スフェラー®サイン」
福井県おおい町 道の駅うみんぴあ
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＃CO₂は埋めずに燃料化、＃CO₂を肥料やコンクリートに再利用、#環境対策技術

物
理
学
へ
の
探
究
心
と

環
境
保
全
へ
の
思
い
が
原
動
力

株
式
会
社
Ｅ
プ
ラ
ス
は
、C

O
₂

の
削

減
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
対
策
技
術
開

発
と
関
連
製
品
の
製
造
販
売
を
行
っ
て

い
る
大
阪
の
研
究
開
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
で
あ
る
。
「
美
し
い
地
球
を
、
次
の

世
代
に
残
し
た
い
。
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
、C

O
₂

の
分
離
回
収
技
術
の

ほ
か
、C

O
₂

を
燃
料
化
す
る
再
生
技
術

や
肥
料
化
技
術
、
高
効
率
の
⽔
素
製
造

技
術
、
放
射
能
対
策
技
術
等
、
多
く
の

技
術
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
技
術
系
の
出
身
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、

 

代
に
な
っ
て
か

ら
大
学
で
物
理
学
を
学
び
、
修
士
号
を

取
得
す
る
な
ど
、
強
い
探
究
心
と
環
境

保
全
へ
の
思
い
を
原
動
力
に
事
業
に
取

り
組
む
、
同
社
代
表
の
廣
田
武
次
氏
に

話
を
伺
っ
た
。

回
収
し
たC

O
₂

は
資
源

埋
め
ず
に
燃
料
化
し
発
電
に
利
用

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、C

O
₂

の
排
出
量
と
吸
収
量
の
差
し
引
き
で
実

質
排
出
量
を
ゼ
ロ
と
す
る
考
え
方
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
資
す
る
取
組
と
し
て
、

C
O

₂

を
分
離
回
収
し
て
貯
留
す
るC

C
S

（※

１
）

やC
C

U
S

（※

２
）

と
呼
ば
れ
る

技
術
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

C
O

₂

の
分
離
回
収
が
本
格
化
す
る
将
来

株式会社Eプラス
KIZASHI
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に
は
、
点
在
す
る
埋
設
場
所
ま
で
の
運

搬
や
埋
設
時
の
安
全
性
確
保
等
に
係
る

コ
ス
ト
負
担
等
の
問
題
が
生
じ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
同
社
で
は
、
こ
の
点
に
着

目
し
、
埋
没
以
外
の
手
法
でC

O
₂

を
有

効
利
用
す
る
技
術
と
し
て
、C

O
₂

の
燃

料
化
「C

C
F

R

（C
a
rb

o
n

 D
io

xid
e
 

C
a
p

tu
re

 F
u

e
l re

c
yc

le

）
」
やC

O
₂

の
鉱
物
固
定
化
「F

D
A

C

（F
e
rtilize

r 

D
ire

c
t A

ir C
a
p

tu
re

）
」
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
同
社
のC

C
F

R

は
、
工
場
排

ガ
ス
中
のC

O
₂

を
ア
ミ
ン
液
で
吸
収
し
、

そ
の
吸
収
液
を
保
有
特
許
技
術
に
て
低

コ
ス
ト
で
電
気
分
解
し
、
炭
化
⽔
素
を

生
成
す
る
こ
と
で
、C

O
₂

の
燃
料
化
と

ガ
ス
分
離
回
収
を
同
時
に
行
う
技
術
で

あ
る
。C

C
F

R

はC
C

S

に
比
べ
て
初
期

投
資
は
三
分
の
一
程
度
、
重
量
あ
た
り

CO₂を燃料に変えるCCFR
CCFR燃料のイメージ図

回
収
し
た
ら
埋
め
ず
に
活
用

C
O
₂

の
再
資
源
化
か
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
！

株
式
会
社
Ｅ
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役

廣
田

武
次

※１：CCS= Carbon dioxide Capture and Storageの略。二酸化炭素を回収・貯留すること。
※２：CCUS=Carbon dioxide Capture, Utilization and Storageの略。二酸化炭素を回収・貯留し利用すること。
※３：炭酸塩＝CO₂がナトリウムやカルシウム、マグネシウムなどと反応して生成される化合物のこと。
※４：LCA=Life Cycle Assessmentの略。

ある製品・サービスのライフサイクル全体又はその特定段階における環境負荷を定量的に評価する手法。
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の
回
収
コ
ス
ト
も
大
幅
に
抑
え
ら
れ
る

特
長
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
通
常
は
産
業

廃
棄
物
と
な
るC

O
₂

吸
収
液
か
ら
燃
料

を
生
み
出
し
、
発
電
に
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
た
め
、
処
理
コ
ス
ト
そ

の
も
の
を
回
収
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

ま
た
、C

C
F

R

の
技
術
開
発
と
並
行

し
、
資
源
化
し
た
燃
料
を
用
い
た
ボ
イ

ラ
ー
発
電
や
、
設
備
を
小
型
化
で
き
る

エ
ン
ジ
ン
発
電
の
研
究
開
発
も
進
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
を
活
用
し
た

C
C

F
R

燃
料
化
プ
ラ
ン
ト
をC

O
₂

集
積

地
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
新
た
なC

O
₂

処
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
目
指

し
て
い
る
。

あ
れ
ば
、
１
ｔ
の
肥
料
製
造
あ
た
り
で

約

  

ｔ
のC

O
₂

削
減
効
果
が
見
込
め

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
社
は
産
業
副
産
物
に
含
ま

れ
るC

a

源
に
よ
っ
てC

O
₂

を
鉱
物
固
定

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
資
材
に
利
用
す
る
取
組
も
進
め
て
お

り
、
今
後
、
広
島
県
の
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
実
証
を
行
う
予
定
だ
。

企
業
と
の
輪
を
広
げ
展
開

廣
田
代
表
の
熱
い
思
い

同
社
は
研
究
開
発
型
企
業
で
あ
る
た

め
、
事
業
展
開
に
際
し
て
は
、
大
学
の

研
究
チ
ー
ム
や
企
業
な
ど
、
多
く
の
関

係
者
と
の
協
業
の
輪
を
大
切
に
し
て
い

る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ 

 

に
先
立
っ
て
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
（U

A
E

）
で
開
催
さ
れ
た

世
界
最
大
級
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
展
示

会
「A

D
IP

E
C

（
ア
ブ
ダ
ビ
国
際
石
油

展
示
会
・
会
議
）
」
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ

リ
オ
ン
に
出
展
し
、
世
界
か
ら
も
注
目

を
集
め
る
な
ど
、
海
外
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
多
い
。

今
後
も
、C

C
F

R

関
連
で
は
、
回
収

設
備
の
小
型
化
や
燃
料
化
プ
ラ
ン
ト
の

拠
点
拡
充
、
発
電
装
置
の
実
証
を
、

F
D

A
C

関
連
で
は
、
室
内D

A
C

装
置
の

開
発
や
肥
料
の
拡
販
等
を
皮
切
り
に
、

C
O

₂

資
源
化
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
協
業
先

と
の
挑
戦
は
続
く
。

株式会社Eプラス
・設立：2012年
・資本金：161,406,800円
・従業員数：20名

・業種：環境対策技術開発と製造販売
・所在地：大阪府高石市西取石7丁目13番30号
・URL：http://eplus32.co.jp/

大気中のCO₂を肥料化するFDAC

C
O
₂

再
利
用
の
幅
は
広
く

肥
料
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
に
も

C
O

₂

を
⽔
酸
化
物
と
反
応
さ
せ
る
こ

と
で
鉱
物
固
定
す
る
同
社
製
品
「
Ｃ

ガ
ー
ド
」
を
用
い
て
、C

O
₂

を
吸
着
し
、

生
成
さ
れ
た
炭
酸
塩
鉱
物
（※

３
）

か
ら

肥
料
（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
肥
料
）
を

製
造
し
、
土
に
資
源
と
し
て
戻
す
技
術

が
同
社
のF

D
A

C

で
あ
る
。

大
阪
府
の
脱
炭
素
関
係
の
技
術
開
発

実
証
事
業
で
は
、
同
社
がF

D
A

C
の
技

術
を
提
供
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
と

も
に
肥
料
製
造
ま
で
のL

C
A

評
価
（※

４
）

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の

化
成
肥
料
製
造
に
比
べ
て
、F

D
A

C

で

CCFR燃料を用いた発電の実証

0.6

28

http://eplus32.co.jp/


＃CO₂分離膜、＃小型でも高効率にCO₂回収、#CaaS

世
界
に
存
在
感
を
示
す

京
大
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

株
式
会
社O

O
Y

O
O

（
ウ
ー
ユ
ー
）

は
、
空
気
や
そ
の
他
の
ガ
ス
を
分
離
・

精
製
す
る
ガ
ス
分
離
膜
の
製
造
技
術
を

コ
ア
に
、
世
界
のC

O
₂

削
減
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
す
京
都
大
学
発
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
同
社
は
、
２

０
２
３
年

 

月

 

日
か
ら
２
週
間
に

わ
た
り
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（U

A
E

）

で
開
催
さ
れ
た
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ

 

」
で
、

各
国
の
革
新
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
展

示
す
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
ビ
レ
ッ

ジ
」
に
日
本
か
ら
出
展
す
る

 

社
に

選
ば
れ
る
な
ど
、
今
注
目
度
が
高
ま
っ

て
い
る
。
社
名
の
「O

O
Y

O
O

」
は

「
社
名
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
何
で
も

発
想
で
き
る
よ
う
、
わ
ざ
と
意
味
の
な

い
言
葉
に
し
た
」
と
の
こ
と
。
今
回
は
、

京
都
大
学
高
等
研
究
院
物
質
・
細
胞
統

合
シ
ス
テ
ム
拠
点
（iC

e
M

S

）
教
授
で

あ
り
、
同
社
の
創
設
者
で
も
あ
る
シ
バ

ニ
ア
・
イ
ー
サ
ン
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

コ
ス
ト
面
に
優
れ
た
膜
分
離
で
の

C
O
₂

分
離
回
収
を
リ
ー
ド

C
O

₂

分
離
回
収
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
不
可
欠
な
技
術
と
さ
れ
る

が
、
一
般
的
に
は
大
規
模
な
設
備
が
必

要
と
な
り
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
等
の
課

題
が
あ
る
。
そ
こ
で
同
社
は
、
い
く
つ

株式会社OOYOO
KIZASHI
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か
あ
るC

O
₂

分
離
回
収
方
法
の
中
で
も
、

独
自
の
高
性
能 C

O
₂ / N

₂ 

分
離
膜
の

技
術
を
活
用
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と

省
ス
ペ
ー
ス
か
つ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

C
O

₂ 

分
離
回
収
装
置
の
開
発
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
技
術
で
は
、
既
存

技
術
の
３
倍
の
速
さ
で
処
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
装
置
を
小
型
化
し

て
も
高
効
率
なC

O
₂

分
離
回
収
が
可
能

と
な
る
点
が
最
大
の
強
み
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
基
金
（※

１
）

事
業
に
も

採
択
さ
れ
、
工
場
排
ガ
ス
か
ら
のC

O
₂

分
離
回
収
を
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
と
共

同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
積
極

的
で
、
分
離
膜
の
原
料
か
ら
回
収
シ
ス

テ
ム
と
い
っ
たC

O
₂

分
離
回
収
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
べ
く
、
多

く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
連
携
を
深

め
て
お
り
、T

O
P

P
A

N

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株
式
会
社
とC

O
₂

分
離
膜
の
開
発

OOYOO社の分離膜

高
性
能
ガ
ス
分
離
膜
に
よ
る

C
O
₂

分
離
回
収
か
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
！

株
式
会
社O

O
Y

O
O

創
業
者
／
取
締
役 

シ
バ
ニ
ア 

イ
ー
サ
ン

※１：GI基金＝グリーンイノベーション基金の略。脱炭素に向けた研究開発や実証等を後押しする国の基金。
※２：カーボンクレジット＝CO₂排出削減効果を証券のように取引する制度。
※３：合成燃料＝CO₂とH₂（⽔素）を合成して製造され “人工的な原油”とも言われる燃料。

特に再生可能エネルギー由来の⽔素を用いた場合はe-fuelと呼ばれる。
※４：CCS＝Carbon dioxide Capture and Storageの略。二酸化炭素を回収・貯留すること。

出典：Science Portal「環境・エネルギー問題に挑む冒険的なアプローチ シバニア・イーサンさん【海を越えてきた研究者たち】」
（2023.02.22）科学技術振興機構（JST）

11

30

28
10
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・
量
産
に
向
け
た
基
本
合
意
契
約
を
締

結
す
る
な
ど
、
新
た
な
技
術
の
社
会
実

装
に
向
け
た
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

広
が
り
を
見
せ
るC

O
₂

の
利
用
用
途

回
収
し
たC

O
₂

は
、
ミ
ネ
ラ
ル
化
す

る
こ
と
で
炭
酸
カ
ル
シ
ム
パ
ウ
ダ
ー
と

し
て
紙
や
化
粧
品
等
に
再
利
用
で
き
る
。

ま
た
、
野
菜
の
生
育
促
進
に
利
用
す
る

こ
と
も
可
能
だ
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

の
野
菜
栽
培
で
は
、
生
育
を
促
し
収
穫

な
広
が
り
が
見
込
ま
れ
るC

O
₂

回
収

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
回
収
し
た

C
O

₂

を
地
中
に
貯
留
す
るC

C
S

（※

４
）

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
す
る
意
向

だ
。同

社
に
よ
る
と
、
日
本
のC

O
₂

排
出

量
を
仮
に
分
離
膜
で
回
収
す
る
と
す
れ

ば
、
琵
琶
湖
の
約
半
分
の
面
積
に
相
当

す
る
お
よ
そ
３
億
㎡
の
膜
が
必
要
に
な

る
と
い
う
。
こ
れ
をC

O
₂

回
収
に
か
か

る
市
場
規
模
と
捉
え
た
場
合
、
そ
の
大

き
さ
が
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
多

く
の
企
業
がC

a
a
S

に
携
わ
り
様
々
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
課
題
解
決
を
競
う
時
代

が
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
時
流
の
先
を

読
ん
で
い
る
。

同
社
の
よ
う
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が

こ
う
し
た
新
た
な
技
術
開
発
に
挑
戦
し
、

よ
り
安
価
で
効
率
的
か
つ
大
規
模
に

C
O

₂

回
収
が
可
能
と
な
れ
ば
、
社
会
に

も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
。

株式会社OOYOO
・設立：2020年
・資本金：500万円
・従業員数：14名

・業種：ガス分離技術の開発およびその製品の販売
・所在地：京都府京都市下京区中堂寺南町 134番地
・URL：https://www.ooyoo.co.jp/

COP28 スタートアップ・ビレッジにて

量
を
増
や
す
た
め
に
、
通
常
、
ガ
ス
会

社
か
らC

O
₂

を
購
入
し
ハ
ウ
ス
内
の

C
O

₂

濃
度
を
高
め
て
い
る
が
、
回
収
し

たC
O

₂

に
置
き
換
え
る
こ
と
でC

O
₂

削

減
と
同
時
に
コ
ス
ト
削
減
も
見
込
め
る
。

な
お
、
化
石
燃
料
由
来C

O
₂

の
回
収
は

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
（
排
出
量
か
ら
吸
収
量
や

除
去
量
を
差
し
引
い
て
正
味
ゼ
ロ
）
に

と
ど
ま
る
が
、
発
酵
ガ
ス
等
の
バ
イ
オ

マ
ス
由
来C
O

₂

の
回
収
は
カ
ー
ボ
ン
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
（
吸
収
量
が
排
出
量
を
上
回

る
状
態
）
に
な
る
た
め
、
ゆ
く
ゆ
く
は

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
（※

２
）

の
創
出

に
よ
る
収
益
化
も
期
待
で
き
る
。
こ
の

カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
取
組
に
つ
い

て
も
、
食
品
メ
ー
カ
ー
等
の
多
く
の
企

業
か
ら
の
引
き
合
い
が
あ
り
、
実
証
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

今
後
は
、
中
小
企
業
向
け
の
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
膜
分
離
装
置
か
ら
、C

O
₂

と

H
₂

（
⽔
素
）
を
合
成
し
た
未
来
の
脱
炭

素
燃
料
で
あ
る
合
成
燃
料
（e

-fu
e
l

）

（※

３
）

の
製
造
ま
で
、
環
境
分
野
の
幅

広
い
用
途
で
貢
献
し
た
い
考
え
を
持
っ

て
い
る
。

C
O
₂

回
収
が
当
た
り
前
に
な
る

世
の
中
の
実
現
に
貢
献

同
社
は
、C

O
₂

を
分
離
・
回
収
す
る

新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

C
a
a
S

（C
a
rb

o
n

 c
a
p

tu
re

 a
s
 a

 

S
e
rvic

e

）
と
呼
び
、
今
後
、
社
会
的

ビジネスモデル（上）とCO₂分離モジュール（下）

https://www.ooyoo.co.jp/


＃日常に溶け込むDACプラ、＃素材で勝負、#CO₂を吸収して当たり前の世界へ

日
常
生
活
の
視
点
で

地
球
温
暖
化
に
立
ち
向
か
う

株
式
会
社
ベ
ホ
マ
ル
は
バ
イ
オ
マ
ス

C
O

₂

吸
収
材
の
開
発
・
製
造
・
販
売
を

行
う
滋
賀
県
に
所
在
す
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
だ
。
同
社
の
樹
脂
添
加
材

を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
混
ぜ
る
こ
と
で
、

大
気
中
か
らC

O
₂

を
吸
収
す
る
Ｄ
Ａ
Ｃ

（※

１
）

プ
ラ
製
品
に
変
え
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

近
年
、
世
間
の
環
境
へ
の
意
識
が
高

ま
る
反
面
、
消
費
者
や
事
業
者
か
ら
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

良
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
多
く
、

で
き
る
だ
け
手
軽
に
取
り
組
め
る
き
っ

か
け
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
同
製
品

を
開
発
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
Ｄ
Ａ
Ｃ

プ
ラ
製
品
を
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

日
常
生
活
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

でC
O

₂

を
回
収
し
、
集
め
たC

O
₂

を

様
々
な
形
で
再
利
用
す
る
「
ユ
ビ
キ
タ

スC
O

₂

回
収
社
会
」
の
構
築
を
目
指
し

て
い
る
。
立
命
館
大
学
の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
タ
ー
に
拠
点
を
構
え
、
産
学
共
同

で
研
究
を
進
め
る
同
社
の
代
表
取
締
役

社
長
の
西
原
麻
友
子
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

Ｄ
Ａ
Ｃ
技
術
の
勝
ち
筋
を

素
材
に
見
い
だ
す

同
社
の
強
み
は
、C

O
₂

吸
収
材
を
安

定
的
に
量
産
で
き
る
技
術
と
、
特
許
技

株式会社ベホマル
KIZASHI
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術
で
も
あ
る
吸
収
材
の
配
合
で
あ
る
。

脱
炭
素
に
向
け
てC

O
₂

の
排
出
量
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
技
術
と
し
て
Ｄ

Ａ
Ｃ
技
術
が
注
目
を
集
め
、
様
々
な
装

置
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
同
社

の
事
業
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
は
装
置
で
は

な
く
素
材
を
開
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

今
後
Ｄ
Ａ
Ｃ
が
普
及
し
、
装
置
産
業

化
し
た
場
合
で
も
、
素
材
開
発
に
優
位

性
を
築
け
ば
他
社
は
容
易
に
真
似
が
で

き
な
い
。
ま
た
、
素
材
で
あ
れ
ば
様
々

な
物
に
組
み
込
み
応
用
を
利
か
せ
る
こ

と
も
可
能
だ
。
気
候
変
動
対
策
は
企
業

が
行
う
も
の
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
が
、
素
材
で
あ
れ
ば
日
用
品
に
応
用

す
る
こ
と
で
家
庭
で
も
手
軽
に
気
候
変

動
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
環

境
教
育
の
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
で
き
る

点
も
同
社
な
ら
で
は
と
言
え
る
。

西原 麻友子 代表取締役社長

日
用
プ
ラ
製
品
を
置
き
換
え

Ｄ
Ａ
Ｃ
プ
ラ
か
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
！

株
式
会
社
ベ
ホ
マ
ル

代
表
取
締
役
社
長

西
原 

麻
友
子

※１：DAC=Direct Air Captureの略。大気中にあるCO₂を直接回収する技術。
※２：LCA=Life Cycle Assessmentの略。

ある製品・サービスのライフサイクル全体又はその特定段階における環境負荷を定量的に評価する手法

CO₂吸収材
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日
常
に
溶
け
込
む
Ｄ
Ａ
Ｃ
プ
ラ

利
用
シ
ー
ン
の
可
能
性
は
広
い

同
社
の
吸
収
材
を
添
加
し
た
Ｄ
Ａ
Ｃ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
常
温
でC

O
₂

を
吸

着
し
、
加
熱
す
る
こ
と
でC

O
₂

を
脱
離

す
る
特
性
を
も
つ
。
同
社
で
は
、
吸
収

材
の
製
造
以
外
に
、
協
業
先
と
Ｄ
Ａ
Ｃ

プ
ラ
製
品
の
企
画
を
行
う
が
、C

O
₂

の

脱
離
に
必
要
な
排
熱
は
日
常
生
活
に
も

多
く
存
在
す
る
た
め
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
プ
ラ
製

品
の
利
用
シ
ー
ン
は
多
様
で
あ
る
。
例

え
ば
、
食
器
で
あ
れ
ば
食
器
乾
燥
機
の

熱
を
利
用
で
き
、
照
明
器
具
で
あ
れ
ば

電
球
の
放
熱
を
利
用
で
き
る
。
同
様

Ｄ
Ａ
Ｃ
プ
ラ
の
開
発
は
、
第
8

回

滋
賀
テ
ッ
ク
グ
ラ
ン
プ
リ
で
最
優
秀
賞

を
含
め
ト
リ
プ
ル
受
賞
す
る
な
ど
、
同

社
に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
る

ば
か
り
で
あ
る
が
、
西
原
社
長
は
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
性
能
に
助
け
ら
れ
て
い

る
生
活
シ
ー
ン
は
多
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
全
て
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
上

手
く
利
用
し
て
、
そ
し
て
廃
棄
す
る
最

後
ま
で
環
境
に
貢
献
す
る
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

常
に
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
形
を
と
ら
ず
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
を
選
ん
だ
の
も
、C

O
₂

吸
収
の
動
き

を
世
の
中
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
一

気
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
で
あ
る
。
現
状
は
、
ラ
ボ
ス
ケ
ー
ル

で
吸
収
材
の
製
造
を
行
い
、
一
部
の
企

業
に
提
供
し
、
そ
の
評
価
を
も
ら
っ
て

い
る
段
階
で
あ
る
が
、
大
企
業
や
地
元

の
中
小
企
業
な
ど
か
ら
の
協
業
の
問
い

合
わ
せ
も
増
加
し
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
研
究
開
発
を
進
め
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、

「
ま
だC

O
₂

を
吸
っ
て
い
な
い
の
？
」

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、C

O
₂

の
吸
収
が

当
た
り
前
に
な
る
世
の
中
を
目
指
し
て

こ
れ
か
ら
も
Ｇ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

株式会社ベホマル
・設立：2022年
・資本金：750万円
・従業員数：2名

・業種：バイオマスCO₂吸収材の開発、製造販売
・所在地：滋賀県草津市野路東1-1-1

立命館大学BKCインキュベータ201号室
・URL：https://www.behomal.co.jp/

DACプラのイメージ

回収装置イメージ（左）とCO₂吸収材（右）

に
、
乾
燥
機
付
き
洗
濯
機
や
ド
ラ
イ

ヤ
ー
、
製
造
の
現
場
で
は
製
造
装
置
自

体
も
熱
源
に
な
り
得
る
。

Ｄ
Ａ
Ｃ
プ
ラ
製
品
で
回
収
し
たC

O
₂

の
用
途
の
一
つ
と
し
て
、
植
物
に
与
え

て
光
合
成
を
促
進
し
、C

O
₂

を
循
環
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、

立
命
館
大
学
と
の
共
同
研
究
で
は
、
製

品
製
造
か
ら
廃
棄
ま
で
の
量
産
工
程
を

想
定
し
た
Ｌ
Ｃ
Ａ
評
価
（※

2

）

に
つ
い

て
研
究
を
進
め
て
お
り
、C

O
₂

の
吸
収

効
果
の
数
値
化
を
目
指
し
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ス
ピ
ー
ド
感
で

C
O
₂

回
収
を
一
気
に
広
め
る

https://www.behomal.co.jp/


＃ハニカムでCO₂回収、＃高い評価の成形技術、#小型ポータブルにDAC

時
代
を
先
読
み
し

確
か
な
技
術
力
で
脱
炭
素
に
挑
戦

株
式
会
社
ユ
ニ
ッ
ク
ス
は
繊
維
事
業

を
軸
に
、
「
フ
ィ
ル
タ
ー
」
、
「
不
織

布
」
、
「
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
い

う
３
つ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
柱
と
し
て

事
業
を
展
開
す
る
滋
賀
県
の
企
業
で
あ

る
。
顧
客
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
最
大
限
に

応
え
る
た
め
、
時
代
の
流
れ
を
的
確
に

把
握
し
、
迅
速
で
柔
軟
な
対
応
が
で
き

る
企
業
を
目
指
し
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
流
れ
を
つ
か
み
、

１
９
４
０
年
の
創
業
以
来
、
長
年
培
っ

て
き
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
な
いC

O
₂

回
収
ハ
ニ
カ
ム

の
研
究
開
発
か
ら
商
品
開
発
ま
で
一
貫

し
て
取
り
組
む
同
社
の
常
務
取
締
役
の

西
村
晋
一
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

吸
着
剤
の
性
能
は
落
と
さ
ず
成
形

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
高
度
成
形
技
術

同
社
は
も
と
も
と
不
織
布
を
製
造
し

て
お
り
、
環
境
対
策
に
も
意
識
を
向
け

る
な
か
で
フ
ィ
ル
タ
ー
領
域
に
も
事
業

を
拡
大
。
粉
末
吸
着
剤
の
性
能
を
落
と

さ
ず
に
ハ
ニ
カ
ム
構
造
の
フ
ィ
ル
タ
ー

に
成
形
す
る
高
度
成
形
技
術
が
同
社
の

強
み
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
も
の
づ
く

り
補
助
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
研
究
開

発
を
進
め
て
き
た
。
特
に
、
有
害
物
質

を
取
り
除
く
活
性
炭
ハ
ニ
カ
ム
は
、
大

株式会社ユニックス
KIZASHI
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手
半
導
体
製
造
企
業
を
中
心
に
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
通
常
製
品
で
は
３
ヶ
月

程
度
の
交
換
サ
イ
ク
ル
が
同
製
品
で
は

１
～
２
年
と
長
寿
命
で
あ
る
こ
と
か
ら

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
他
社

の
追
随
を
許
さ
な
い
品
質
を
誇
っ
て
い

る
。

C
O

₂

回
収
ハ
ニ
カ
ム
は
、
押
出
成
形

技
術
を
活
用
し
た
事
業
拡
大
を
目
指
し

情
報
収
集
を
す
る
過
程
で
、
温
度
変
化

に
よ
りC

O
₂ 

の
吸
着
・
離
脱
を
可
能
と

す
る
吸
着
剤
技
術
を
有
す
る
企
業
と

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
以
降
３
年
も
の
間
、

世
に
な
い
新
商
品
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

家
庭
や
中
小
規
模
装
置
向
け

 

C
O
₂

分
離
回
収
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

C
O

₂

吸
着
剤
を
ハ
ニ
カ
ム
構
造
に
成

形
す
る
技
術
は
、
地
元
の
信
楽
地
域
な

ら
で
は
の
混
合
、
練
り
、
乾
燥
、
焼
成
、

活性炭ハニカム

大
気
中
のC

O
₂

を
素
早
く
吸
着

回
収
ハ
ニ
カ
ム
か
ら
Ｇ
Ｘ
を
実
現
！

株
式
会
社
ユ
ニ
ッ
ク
ス

常
務
取
締
役

西
村 

晋
一

※１：アミン溶液＝CO₂と結合しやすいアミンという化合物の⽔溶液。
化学反応を利用して、CO₂を分離する化学吸収法に用いられる。

大気中のCO₂

CO₂回収・濃縮

CO₂の利用
例）果実の成長促進
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固
体
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
こ
れ
ま

で
フ
ィ
ル
タ
ー
事
業
で
培
っ
た
材
料
を

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
配
合
ノ
ウ
ハ

ウ
が
生
き
て
い
る
と
い
う
。
ハ
ニ
カ
ム

構
造
のC

O
₂

回
収
材
は
、
接
触
面
積
が

大
き
い
た
め
に
、
安
定
し
た
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
が
可
能
に
な
る
こ
と
や
、
風
速

ロ
ス
の
少
な
さ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
容

易
さ
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、

C
O

₂

回
収
に
コ
ス
ト
を
掛
け
ら
れ
な
い

中
小
規
模
の
装
置
や
プ
ラ
ン
ト
で
の
利

用
に
適
し
て
い
る
と
い
え
る
。
性
能
面

で
は
、
ハ
ニ
カ
ム
で
一
度
に
吸
着
で
き

るC
O

₂

量
は
ア
ミ
ン
溶
液
（※

１
）

に
比

べ
る
と
一
〇
分
の
一
程
度
と
少
な
い
が
、

加
熱
と
冷
却
を
一
定
の
サ
イ
ク
ル
で
繰

り
返
し
行
う
装
置
に
ハ
ニ
カ
ム
を
組
み

込
む
こ
と
で
、
吸
着
と
脱
離
の
頻
度
を

増
や
し
回
収
量
を
向
上
さ
せ
る
研
究
も

進
め
て
い
る
。

ム
の
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
や
形
状

で
勝
負
し
て
い
る
。

日
常
の
中
でC

O
₂

を
回
収

脱
炭
素
を
自
分
事
に
し
て
い
く

同
社
のC

O
₂

回
収
ハ
ニ
カ
ム
を
活
用

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
一
丸
と
な
れ

ば
、
プ
ラ
ン
ト
に
匹
敵
す
るC

O
₂

の
回

収
も
可
能
に
な
る
と
言
う
。
こ
の
ハ
ニ

カ
ム
自
体
は
、C

O
₂ 

を
分
離
・
回
収

で
き
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
が
、
回
収

し
たC

O
₂

を
有
効
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
す
る
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
様
々
な
可

能
性
が
あ
る
が
、
同
社
のC

O
₂

回
収
ハ

ニ
カ
ム
は
臭
気
が
な
く
人
体
に
無
害
と

い
う
特
長
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン
パ

ク
ト
か
つ
ポ
ー
タ
ブ
ル
な
生
活
雑
貨
と

し
て
組
み
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

例
え
ば
ハ
ニ
カ
ム
を
広
く
配
布
し
、
家

庭
や
人
が
多
く
利
用
す
る
場
所
で
利
用

し
て
も
ら
い
、C

O
₂

吸
収
量
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付

与
す
る
こ
と
で
消
費
者
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
意
識
改
革
に
つ
な

が
る
よ
う
な
取
組
も
考
え
ら
れ
る
。

同
社
の
多
様
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
想
定

し
たC

O
₂

回
収
の
商
品
開
発
と
、

カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向

け
た
普
及
活
動
へ
の
挑
戦
は
今
後
も
と

ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

株式会社ユニックス
・設立：1940年
・資本金：3,000万円
・従業員数：63人

・業種：フィルター・不織布製造、樹脂コーティング等
・所在地：滋賀県愛知郡愛荘町愛知川821−1
・URL：https://unixsg.sakura.ne.jp/jp/

脱臭機能付CO2回収材（開発中）

消費者参加型カーボンニュートラル実現への取り組み構想

ま
た
、C

O
₂

回
収
技
術
は
、C

O
₂

濃

度
に
よ
っ
て
適
し
た
方
法
が
あ
る
。
同

社
はC

O
₂ 

濃
度
が
極
め
て
高
く
な
る
大

規
模
工
場
の
排
気
ガ
ス
等
の
領
域
と
の

棲
み
分
け
を
図
り
、
家
庭
向
け
を
は
じ

め
、
大
気
中
な
ど
のC

O
₂

濃
度
が
低
い

領
域
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
ハ
ニ
カ

https://unixsg.sakura.ne.jp/jp/


Vol.12 オープンファクトリーver.2編 2021.2

Vol.13 プラスチック問題を解決する10の企業編 2021.7

Vol.14 手仕事が欠かせないものづくり編 2021.9

Vol.15 小売・流通・サービスのデジタル活用編 2021.11

Vol.16 今、スポーツが熱い～スポーツシーンを支える関西の中小企業編 2022.1

Vol.17 中小企業の成長を支える自治体等施策 2022.2

Vol.18 8 future technologies in Kansai  - シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 01 - 2022.10

Vol.19 社会課題解決とともに成長する企業 - シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 02 - 2022.12

Vol.20 不変と可変 -揺るぎない価値観、絶え間ない挑戦- 2023.1

Vol.21 事業再構築で動き出すそれぞれの未来 2023.2

Vol.22 第9回 ものづくり日本大賞 編 2023.4

番外編 2022 副業・兼業人材活用事例集「身近な事例から学ぶ 人材と企業の新しい『関わり方』」 2023.5

Vol.23 公設試との連携のもと躍進する企業 編 2023.11

Vol.24 人づくりで始まる未来づくり編 2024.1

Vol.25 XRを活用した社会課題解決 編 2024.4

Vol.26 “攻めのGX”スタートアップが拓く、成長型の脱炭素社会 編 2024.4

今回お話を伺った企業の経営者の方々は、「脱炭素」を一過性の対応すべき課題として捉

えるのではなく、企業理念として、企業成長と脱炭素の両立を掲げ、GX分野の課題解決に

資する事業を推進していました。そして、そのビジョンが、会社を一枚岩にし、想いを共に

する協業先の輪を広げているのだと思います。

また、脱炭素を「コスト」から「機会」へと視点を変え、“攻めのGX”で、事業活動を通じ

て脱炭素に貢献していくことが、成長型の脱炭素社会を拓く鍵になると感じました。

最後になりましたが、本誌の作成にあたり、御協力いただいた企業の皆様に御礼申し上げ

るとともに、本冊子が皆様の脱炭素の取組の輪を広げる一助になれば幸いです。

「兆：KIZASHI 」について編集後記
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バックナンバーのご紹介（直近3年分）

https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei12.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei13.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei14.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei15.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei16.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei17.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei18.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei19.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei20.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei21.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei22.html
https://www.kansai.meti.go.jp/2sangyokikaku/2022jirei.pdf
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei23.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei24.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei25.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei26.html
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